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第１０１号（令和 3. 7.21）  

発行：環境政策課ＩＳＯ事務局（内７０８６） 

調 布 市 と 調 布 市 議 会 は ，  

2050 年までに二酸化炭素の排出実質ゼロを  

目指す 「ゼロカーボンシティ 」の実現に向けて  
共同 で 宣言 を 行 い ました 。  

 

職員一人一 人 の行動を 結 集 して CO 2 大幅削 減を 実施 し よ う！  

=
 

＼ 人 類 の 危 機 !／  

こ の ま ま 人 類 が 温 室 効 果 ガ ス を 出

し 続 け れ ば 地 球 の 大 半 は 居 住 に 適 さ

な く な り ， こ の 10 年 が 分 水 嶺 と な る

と 言 わ れ て い ま す 。  
 

市 は 市 議 会 と 共 同 で 2050 年 ま で に

二 酸 化 炭 素 の 排 出 実 質 ゼ ロ を 目 指 す

「 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 」の 実 現 を 目 指

す こ と を 宣 言 し ま し た 。  
 

全 庁
． ．

一 丸 と な っ て
． ． ． ． ． ．

地 球 温 暖 化 対 策
． ． ． ． ． ． ．

の 取 組
． ． ．

を 進 め て
． ． ．．

い き ま
． ． ．

し ょ う
． ． ．

。  
 

 

地 球 温 暖 化 の 進 行 に よ り ，世 界 の 平 均 気 温 は

産 業 革 命 前（ 工 業 化 前 ）と 比 較 し て ，約 １ ．２ ℃

上 昇 し ま し た 。  
 

 

 

＜調布市ゼロカーボンシティ宣言＞ 

今，そこにある『気候危機
．．．．

』～地球温暖化の深刻化～  

地 球 温 暖 化 の 影 響 は ， 記 録 的 猛 暑 や 豪 雨 ， 大 型 台 風 ， 山 火 事 ， 氷 河 の 溶

解 ， 農 作 物 被 害 な ど ， 既 に こ れ ま で 経 験 し た こ と の な い 自 然 現 象 や 生 命 を

脅 か す 災 害 を も た ら し ， 世 界 中 で 猛 威 を 振 る い 続 け て い ま す 。  
 

 

 温暖化の影響を受けやすい サンゴ。

白 化 (骨 が 透 け て 見 え る 状 態 )し た

のち ，死滅していきます。  
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 2 0 5 0 年 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ の 実 現 に 向 け て  

温室効果ガス排出量を半減

することです。  
 

 

東京都は， 2050 年の実質排

出量ゼロ実現に向けた節目と

して，「 2030 年カーボンハー

フ」の実現を表明しました。  
 

今後 10 年内に都民のライフス

タイルが大きく変化します。  

2030 年に向けた都の目標の強化  

 都内温室効果ガス排出量（ 2000 年比）  50％削減  

 都内エネルギー消費量（ 2000 年比）   50％削減  

 再生可能エネルギーによる電力利用割合  50％程度  

 都内乗用車新車販売  100％非ガソリン化（ 2030 年まで）  

 都内二輪車新車販売  100％非ガソリン化（ 2035 年まで）  

 いそっぷコ ラ ム“カーボンハーフ” 
出典：「ゼロエミッション東京戦略 2020 Update ＆  Report」（令和３年３月）  

地 球 温 暖 化 を 抑 え る た め に は ， 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 実 質 ゼ ロ の 実 現 が

必 須 で す 。  
 

2050 年 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ を 実 現 さ せ る た め ， 一 人 一 人 が 地 球 温 暖 化

及 び 気 候 変 動 の 問 題 に 危 機 感 を 持 ち ，自 分 事 と し て と ら え て 意 識 ，行 動 を

変 え る “ か し こ い 選 択 ” を 積 み 重 ね ， 広 げ て い く こ と で ， 暮 ら し を 変 え ，

未 来 の 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 貢 献 し て い く こ と を 目 指 し ま し ょ う 。  
 

 

 ここでハーフ  

 ここでゼロへ  

  

排 出 を ４ ０ ％ 削 減 し ま

す 。  
 

高 い 目 標 で す が ， 1

つ 1 つ 省 エ ネ ・ 創 エ ネ

に 取 り 組 み ， 実 現 へ 。  

市 と し て ，

2 0 3 0 年 に 市 か ら

の 二 酸 化 炭 素 の  
 

 

  

民 生 業 務 （ 事 務 所 等 ）・ 

民 生 家 庭 の 割 合 が 多 い

こ と が 分 か り ま す 。  
 

市 役 所 も 民 生 業 務 に 入

り ま す 。 一 事 業 者 と し

て 市 民 や 事 業 者 に 率 先

し た 削 減 行 動 が 必 要 で

す 。  

市 内 の 二 酸 化

炭 素 排 出 量 の 割

合 で す 。  

 

市における部門別二酸化炭素排出量の割合  

 2030 年 の 調 布 の 街

のイメージです。  
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☆ 令 和 2 年 度 下 半 期 の 実 績  

取組対象 

 

項  目  
第３四半期 

判 定  

第４四半期 

判 定  
解 説  

全  

公共施設 

  または車両 

の所管課  各

課

共

通

項

目  

1  

第 3 次 調 布 市 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計

画 （ 事 務 事 業 編 ） の 目 標 達 成  
-平成２６年度の総排出量から３.２％削減- 
※省 エ ネ法 『毎 年 １％ ずつ エネ ル ギー 消 費を 減ら そ う』 達

成のため，それに見合ったＣＯ ２ 排出量を削減  

未達成 未達成 
空調使用の

影響大 
(コロナ対応) 

たづくり 

市庁舎 

ｸ ﾞ ﾘ ｰ ﾝ ﾎｰ ﾙ 

総 合 福 祉 セ ン タ ー 

の所 管 課  

2  

環 境 確 保 条 例 に 係 る Ｃ Ｏ 2 総 量 削 減

義 務 制 度 対 象 施 設 の 光 熱 量 に 伴 う  

Ｃ Ｏ 2 排 出 量 の 削 減  
-基準年度のＣＯ 2 総排出量から２７％削減- 

〇  〇  
施設の利用

制限の影響 

全 課  3  

グ リ ー ン 購 入 の 推 進  
-グ リ ー ン 購 入 率 を ９ ５ ％ 以 上 に す る - 
※環 境 負 荷の 少 な い製 品 「グリ ー ン 購 入法 適 合商 品 」 を 選

択して購入  

〇  〇  ―  

市庁舎内 

の全 課  

管

財

課  

項

目  

1  

電 気 使 用 の 抑 制  
-平成 26 年度における電気使用量を上回らないようにする- 未達成 未達成 

空調使用の

影響大(コ

ロナ対応) 

2  
ガ ス 使 用 の 抑 制  
-平成 26 年度におけるガス使用量を上回らないようにする- 〇  〇  ―  

3  
水 道 使 用 の 抑 制  
-平成 26 年度における水道使用量を上回らないようにする- 

〇  〇  ―  

4  

可 燃 物 排 出 量 の 削 減  
-平成 26年度における可燃系ごみの排出量を上回らないようにする-  
※ 可 燃 物 … 資 源 物 （ 新 聞 ・ 雑 誌 ＋ リ ー フ レ ッ ト ・

段 ボ ー ル ・ ミ ッ ク ス ペ ー パ ー ）  

＋ 資 源 物 以 外 の 可 燃 物  

〇  〇  
国勢調査事

務による増

あり 

5  

資源化に適さない可燃物排出量の削減 
-平成 26 年度における資源化に適さない可燃物排出量を上回らないようにする- 
※ 資 源 物 以 外 の 可 燃 物  

未達成 未達成 

6  

不 燃 物 排 出 量 の 削 減  
-平成 26 年度における不燃系ごみの排出量を上回らないようにする- 
※ 不 燃 物 … 資 源 物 （ カ ン ・ ビ ン ・ ペ ッ ト ボ ト ル ・

プ ラ ス チ ッ ク ）  

＋ 資 源 物 以 外 の 不 燃 物  

未達成 未達成 レ イ ア ウ

ト 変 更 の

整 理 等 に

よ る 増  
7  

資源化に適さない不燃物排出量の削減 
-平成 26 年度における資源化に適さない不燃物排出量を上回らないようにする-  
※ 資 源 物 以 外 の 不 燃 物  

未達成 未達成 

 

 

★環境目標 (各課共通項目 ･管財課項目 )★  

 

 

 

 
 

 

職 員 一 人 一 人 の 環 境 意 識 の 更 な る 向 上 に よ り ， 達 成 し て い き ま し ょ う 。  

 

環 境 目 標 は ， 調 布 市 役 所 の 事 務 事 業 に お け る 環 境 負 荷 の 低 減 と 環 境 保 全

の た め 「 環 境 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 に 基 づ き 設 定 し て お り ， 全 課 に 係 る も の で

す 。  
 

 計 画 上 ， 更 に 目 標 達 成 が 厳 し く な っ た も の も あ り ま す の で ， よ り 一 層

の 計 画 的 な 取 組 を お 願 い い た し ま す 。  
 

粘 着 テ ー プ ， 封 筒 ， タ ッ ク ラ ベ ル （ イ ン デ ッ ク ス ラ ベ ル を 含 む ） ， 付 箋

紙 な ど ， 「 グ リ ー ン 購 入 法 適 合 商 品 」 で あ る か ， い ま 一 度 確 認 の う え ， 購

入 を お 願 い し ま す 。  

※ 対 象 品 目 は ， 運 用 管 理 手 引 き 「 グ リ ー ン 購 入 品 目 」 ( p 9 )参 照  

〇 … 達 成  
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ｐ  

令 和 ２ 年 度 末 改 定 の 各 種 環 境 計 画 に 出 た り ， 電 話 便 利 帳 で ト ッ プ

を 飾 る な ど ， 現 在 注 目 度 上 昇 中 の “ ゴ ヤ た ん ” 氏 で す が ， 彼 ら （？）

は 何 者 な の か 。 Ｆ Ａ Ｑ か ら い く つ か お 答 え し ま す 。  

Ｑな ぜゴーヤ なの？地球 温 暖化対策と 関 係があるの ？  

出 典 ：「 住 宅 の 省 エ ネ リ フ ォ ー ム ガ イ ド ブ ッ ク 」

東 京 都 住 宅 政 策 本 部 ， 一 般 社 団 法 人 日 本 建

材 ・ 住 宅 設 備 産 業 協 会  

Ａ ゴ ー ヤ は ，「 グ リ ー ン カ ー テ ン 」 を 作 る 際 の 代 表 的 な 植 物 で す 。  
 

「 グ リ ー ン カ ー テ ン 」は 、太 陽 光 の 遮 断 と ，植 物 葉 面 か ら の 蒸 散 に よ

る 気 化 熱 を 利 用 し て 、建 物 の 温 度 上 昇 を 抑 え ら れ る ，省 エ ネ 手 法 で す 。

空 調 効 率 を ア ッ プ さ せ ま す 。  

Ｑ名 前の由来 は？  

Ａ 平 成 30 年 度 開 催 の「 調 布 市 環 境 フ ェ ア 」で

名 前 を 募 集 し て 決 ま り ま し た 。  
 

「 調 布 市 環 境 フ ェ ア 」 は ， 毎 年 ６ 月 ５ 日  
「 環 境 の 日 」 に 近 い 土 曜 日 に 開 催 。  

環 境 保 全 の 重 要 性 を 認 識 し ，環 境 行 動 の 契

機 と し て も ら う た め の イ ベ ン ト で す 。  
 

イ ベ ン ト で は ，ゴ ー ヤ の 苗 の 配 付 も 行 い ，

省 エ ネ 行 動 に つ な げ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ ち ょ う ふ Ｉ Ｓ Ｏ 譜 ﾟ  初 登 場 時 の ゴ ヤ た ん

氏 （ 無 名 時 代 ； 平 成 ２ ５ 年 第 ７ ４ 号 ）  

 

令 和 3 年 度  電 話 べ んり 帳 の   

主役 とな っ た  

地球 温暖 化 対策 啓発 キ ャ ラ ク タ ー  達  

 グリーンカーテンが，  

日射の熱エネルギーを  

約８０％カットします。 

    いそっぷ クイズ“気温上昇”  
人 間 活 動 は ， 産 業 革 命 前 に 比 べ て ， 2 0 1 7 時 点 （ 2 0 1 7 年 を 中 心 と す る 3 0 年 平 均

値 ） で ， 約 何 ℃ 上 昇 さ せ た で し ょ う か 。  

※ 答 え は 今 号 の ど こ か に あ り ま す 。 探 し て く だ さ い ね 。  

 
 

 

外からの，「暑さ」の 伝わり方  


